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●福岡県で特徴的な設備機器 

「テレワークスペース」 

福岡県においてはテレワークの実施割合に比例する形で設置率自体も他のエリアに比べるとやや低い水準に留

まっている。共用部分に一定以上のスペースを必要とするため、戸数規模が大きいほど設置率も高くなる傾向自

体は同じだが、設置率が最も高い「100戸以上」を見ても福岡県では依然として 50％を超えてきていない。コロナ禍

の終息によって出社回帰の動きが加速しているものの、一部では“ハイブリッドワーク”が可能な勤労者も存在して

おり、最近ではニーズの高まりを受けて賃貸マンションでも設置されるケースが増えてきている。 

「24 時間ゴミ出し」 

福岡県では福岡市をはじめ、その近隣にある春日市や大野城市において全国でも珍しい家庭ごみの夜間収集が

行われている。そのため、「24時間ゴミ出し」に対するニーズはさほど高くなく、設置率自体も他のエリアに比べると

大きな差が生じている。ただし、最近では他の物件との差別化や利便性の訴求を図る目的でこれらの設備機器が

タワーマンションや人気住宅地に立地する高級レジデンスなどで設置されるケースも増えてきている。 

「床暖房」 

冬季には相応に冷え込むもののその期間が比較的短いことから「床暖房」に対するニーズは低く、掲出したデータ

からもその傾向が読み取れる。ただし、戸数規模による違いに着目すると、最も設置率が高い「100 戸以上」にお

いては水準が徐々に押し上がってきている。最近では大規模マンションにて高圧一括受電や電気・ガスのセットプ

ランなどの導入によって設置のハードルが下がってきているためと考えられるが、そもそもの気候的な背景から他

のエリアと同等もしくはそれ以上の水準まで設置率が高まっていくかについてはやや懐疑的である。 

 

東京カンテイ、直近 10 年間の新築マンションにおける設備機器のトレンド変化を調査 

「テレワークスペース」の設置率、大規模マンションでも 50％に留まる 

「24 時間ゴミ出し」や「床暖房」は地域的＆気候的な特性から他のエリアよりも低い水準 
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